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【様々な基本原則を完全習得する】
11:15～11:35 講座１ すべての教師が覚えておきたいことばの通級指導における基礎的知識
11:35～11:55 講座２ 不登校・登校しぶりへの対処・対応（通常学級編）
11:55～12:15 講座３ 不登校・登校しぶりへの対処・対応（特別支援学校（学級）編）

【すべての子があなたの対応・対処で活躍する】
12:30～12:50 講座４ 子役付き介入模擬授業＆教態チェック

【あなたにもできる「安定する学級経営や授業経営そして学校体制の構築」の技術と技能】
13:05～13:25 講座５ 特別支援コーディネーターが行う学校体制におけるサポート
13:25～13:45 講座６ 学級の成長段階とその経営法
13:45～14:05 講座７ 特別な支援を要する児童を踏まえた授業経営

【新年度、最高の学級づくりをする備えと思考】
14:20～14:35 講座８ 新年度までに準備しておきたい特別支援学校の特別支援教育に対応した学級経営
14:35～14:50 講座９ 新年度までに準備しておきたい特別支援学級の特別支援教育に対応した学級
14:50～15:05 講座10 新年度までに準備しておきたい通常学級の特別支援教育に対応した学級経営

【本音で語る。参加者と空間を共有する】
15:20～15:45 講座11 対談～「教師力」 「人間力」について語り合う～

【疑問や悩みにその場で即答。あなたの心を軽くする】
15:45～16:00 講座12 特別支援教育＆授業経営・学級経営Ｑ＆Ａ

【参加者の感想】※一部抜粋
■毎年参加させていただいております。今年はハイブリッド開催となり、セミナー運営についても勉強になりました。
講座、模擬授業、対談、QAと全てとても勉強になりました。間嶋先生の講座のなかで学級経営はやっぱり授業だ、というお話がありました。良い授業ができた日は子供の動きが良いことをつい先日
実感しました。今回の学びを目の前の子供たちへ返していきます。ありがとうございました。

■久しぶりの会場でのセミナー参加でした。三人の講師の先生の講座を間近でうかがうことができて本当にうれしかったです。三人の先生方から感じたのは、原則はあるにせよ、一人一人を大切にす
る、その子に対するオーダーメイドの指導法を探り続けることが大事だということです。森元先生の「ことばの教室」での一年目での実践は、手探りの中でも、その子の課題と向き合い、よりよい
指導法を探るということでした。吃音は直らないということも初めて知りました。無理させずに環境を整えてあげて、その子が言えるような状況を作るのは、やはり学級担任の責任だと感じました。
田村先生と間嶋先生からは、不登校対応について学ぶことができました。「引きこもり」が抱える現実の重さは、もっと私たちが知らなければいけないことだと思いました。私たちは、たかが一年
か二年の付き合いですが、親は一生です。間嶋先生のようにここぞという機会を逃さずに保護者に寄り添いながらサポートできるように周りの協力体制を作っていくことが大事だと思いました。
田村先生は子どもの信頼関係が一番先。来させよう、来させようとすればするほど、子どもは遠ざかまっていくということ。本人のもつ負のエネルギーを発散させることが大事であることも学びま
した。

■何年も教員を続けていると、授業でも学級経営でも何となく今までの経験の蓄積で乗り切れてしまうところがあって、積極的に学ぼうという意識が薄れてきます。そんな中で講師の先生方のお話は
とても良い刺激になりました。印象深かったのが、間嶋先生の講座です。「学級経営」の定義なんて深く考えたこともなく、また、保護者からの手紙をあんなにたくさん貰った事も無く、自分の勉
強の浅さ、実践の少なさを思い知らされた気分です。何年経とうがどれだけ経験を積もうが、やはり教師は学び続けなければならない。改めてそう思い知らされたセミナーでした。ありがとうござ
いました。

■盛りだくさんの講座をありがとうございました。特別支援対応から学級経営まで幅広く学ぶことができました。３人の講師の先生方の実践に基づいたお話，具体的でわかりやすかったです。早速新
年度のノートを作って，準備を始めようと思いました。オンラインでの配信もしてくださり，今までちょっと遠いな…思って参加できずに
いましたが，参加することができました。ありがとうございました。

■今回初めてzoomで参加しました。感染症のリスクを心配せずに講座を受けられてよかったです。森元先生の言葉の教室の話は、新鮮でした。
うちの学校に言葉の教室がないせいもありますが、言葉の教室の情報はあまり入ってきません。
田村先生の「登校エネルギー」の話は、本当にそうだなと納得しました。以前不登校の子をもったときに、このことを知っていれば、対応
が違っていたと思います。
間嶋先生の引きこもりの話は前にも一部聞いたことがありましたが、再度聞いても衝撃を感じます。社会に出られるチャンスを見逃さずに
不登校の子に関わっていかなければと思いました。

■田村先生の講座を受け、自分の学級経営を見直す機会となった。いつも、田村先生の学級経営には圧倒される。少しでも近づけるように学
んでいきたい。間嶋先生の講座を受け、特別支援教育がもっと重視され、例えば教員全員がWISCの診断結果を見て方針を立てられるように
なればいいと思った。かくいう自分もできないし、以前このような場で学んだはずのことも忘れていることに気付いた。森元先生の講座を
受け、吃音の児童への対応について考えた。過去に吃音の児童を担任したこともあるし、現在も担任している。「子どもが話したくないと
思うことのないように」という部分がとても印象的だった。幸い今のところ積極的に発言するので、今日学んだことを生かして力を付けて
いきたい。

■田村先生の学級経営は ていねいで温かく 教師の全力の思いが伝わっていきました。 子供達も安心してその場に所属していられるのだと
予想します。 自分も 居心地のよい学級を作ることができるよう、授業力統率力を鍛え 子供にとって価値のある教師になりたいです。
本日はたくさんの学びをありがとうございました。


